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心因性盲すT3わちヒステ リー性黒内障の発

生は稀ではTi:いが'本報告のようTS3才の幼

児にみられた葡告は甚だ稀であり,本邦に於6/
ては,小口が3才4ケ月の男児の l例を大正

14年に報告 している以外には文献的にも見当

らないようである･

症 例

患者 :3才8ケ月の男児.

家族歴 :父35才,母34才,共に鰹.同胞は

1名 (6才)で俸常,他に早産死亡の2人があ

る.神経病･精神病の遺伝的負荷は全 くTd:い.

本人歴 :胎生期及び出産時に異常Tdこく,成

長 ･発育 も順調.生歯 8ケ月,処女歩行 1年

2ケ月.現在迄に特記す- き疾病はTdこい.性

質は明朗･活発･勝気で,何でも自分が先にさ

れTJ:いと気JJJ･'すまT=い, とい う一面がある.

発病以来の症状及び経過 :昭和31年10月30

日午後 1時半頃小型 トラックが静かにバ ック

したのに触れて転倒,後車輪の問を通って前

車輪のところで `̀痛い" と泣いていた･直ち

に北秋病院に運ばれた.

同院外科の初診時所見は次のようである.

すT=わち意識は明瞭であるが,眼は閉 じてお

り,"腹が痛い"と泣 き叫び,"何処が痛い"と

聞 くと腰部辺 りを指示する.しかし腹部外傷

はみられす,僅かに後頭部に一ヶ所,示指頭

大の擦過傷跡がみられI:･T3お経過 をみてい

るうちに,3時間目に嘩吐があり,昼に食-た

と思われる内容物に混 じて,少量のコーヒー

残液状物が吐出されI:･そこで胃乃至腸管損

傷の疑の もとで,同日午後 5時頃から手術 を

行っI:･すTJ.-わも正中切開により,約150ccの

血性液を排除 LJ:那,腸管には全 く異常TSく,

患者が痛みを訴えた部位には姻虫一匹が認め

られl:に過 ぎTSい.

当夜は `̀水が飲みたい''と繰返 しせがみ,

不機嫌であり,殆んど就眠 しなかった.翌31

日朝 6時頃,全身の強直性 ･間代性の痘撃発

作があり,一過性の意識喪失をみた･その2時

間後にも同様の発作が起 り,ついで2回軽い

症撃が見 られた･夜迄にクロールプロマジン

を数回与えた結果,概ね入眠状態 を続け1:.

クロールプロマジンはその後 も続け,11月3日

に至って注射 を止めたが, その日から`̀暗い"

と訴えるようにT3り,玩具等を眼前に示 しで

ち,あらぬ方に手を伸-るようにTSっI:

同月5日に腰椎穿刺を行ったが正常･ま1=

7日の眼底検査で も異常TSく,明暗の弁別は可

能Td:様子であっ1:とい う･9日に抜糸,10日に

同院を退院,同月12日に新潟大学病院眼科を

訪れ,著変がTSいと云われ1:･その後,家庭

で指示通 り栄養に留意 して来たが,視力の快

復はみられTSかっ1:･そこで,同月22日に本

学眼科を受診, しか し眼科的に失明の原因 と

TIる-き所見がTd.-かっ1:ので,翌々24日当科

外来に板診,心因性盲の診断の もとに26日に

当科に入院 し1:_

T3お事故以来,患者には尿意頻数があり,

日中は5分間に2-3回にも及B.夜間就寝中

は4時間に1回位であるが, しか し失禁する

ことはT3い.まI:音に対 しては極めて敏感に
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Td:り,友達の遊ぶ声 を耳にしては,一人でヤ

キモキてる様子が観察 された とい う･

入院時所見並びにその後の経過 :体 格 中

等,栄養失調状態で崎形はT=い.腹部白線に

袷 .,て手術頼痕がある.心 ･肺に異常TSく,瞳

孔左右略々同大,正円形で,対光反応 も正常･

四肢の運動機能に異常TIく,病的反射 も認め

られTi.-い.尿所見 ･血液及び脳脊髄液所見い

すれ も正常.頭蓋 レ線写真にも骨折 その他の

異常所見を欠く.脳波所見に も著変がTIい.

精神的には概 して不安 ･不機嫌TI状態にあ

り,診療 に対 して甚だ しく脅威的 ･拒否的で

ある.視線は定 まらTIいが,故意に視線 を逸

らしているとい う印象は受けT3い.入院当初

は病室のベ ッ トに屡 々衝突 し7こり, また手探

りで玩具を弄び,食事は母親 に食-させて貰

っていた.

入院後は精神的接触 を密 にすることに極力

努め, またう病 日から17病 日まで1目量0･05g

のイ ソミタールの経 口投与を行 っ丁こ.不安 ･

不機嫌TL状態は日一 目と消返 して行 き,医師

にたわむれるようにT3った.それ と同時に尿

意頻数 も次第に軽快 して,1週後には周 二間に

2-3回,2週後 には1回以内,3遇後 には日中3

-4回 と常態 に復 した.顔貌 も尿意面の軽快

と併行的に改善 され,3週 目を過 ぎるEBt二は略

々自然的にT3った.第10病 日頃か ら物 に衝突

することが少 くT3り,食事 も手探 りするよう

ではあるが,次第 に一人でとり, その範囲を

拡大 して来I:.しか し室外に一人置かれると,

不安T3表情 を見せて動 こうとしTd:かった･そ

れが 3遇頃にT3ると,廊下を一人でそろそろ

と慎重に歩 くようにT;っI:.それで も2m位

歩 くと立止って母を呼び,それ以上歩 こうと

しない状態であっI:･そのほか,た とえば突

然り雪が降っている''と云 うようT3ことも,時

々その頃に認められた.このように或 る程度

見えて来た とは思われたが, それが純視力面

にどの程度であるかの確証が得 られT3いまゝ

に時が流れた.

12月10日の筋注によるIsomytaトinterview

は失敗 に帰 し7:,'J;,同月25日にイ ソミタール

0.05gを･頓用せしめた時は比較的よく反応 し

て,大体正常:=視力に復 していることが確か

められた.す:=わち絵本や玩具等を利用 して

誘導,i-試みfIわく†であるが,極 く微小に措か

れナ二トンボ も識別 していることが判明 LI:.

しか し精神状態の改善は筒依然 としてはか

ばか しくT;く,1月に入 ってからも新 らしい動

作に移 る時は非常に慎重 ･用心深い態度がみ

られ, しか し慣れて来ると活発にTlる傾向が

み られた.一般 に拒絶症的態度が相 も変 らす

著明で,それが前景に出ていた･ところが1月

12日に低電圧通電 (20V･5秒)を行 ったので

あるが, その時 ,lJ,境に して上述のようT3態度

が一変 し,素直に"見える"という言葉 を以て

応するように:ごった.そして付添 った母親の

｢病前の状態 に完全に復 した｣という言のま

ゝ1月14日退院 した.

Ti.-ぉ入院中は再三眼科的に精 査 を行 っ I:

那,眼底 その他に異常所見は全 く認 められTS

かっI:.

考 操

本例が外傷 ,'lY,契機 として,心因性 に発 LI:

盲であることは,上述 LI:所見や経過等か ら

推 して略々明白であろう.視力障碍 を裏づけ

る器質的基礎が認められす,瞳孔 にも全 く異

常がTlいし,更に尿意頻数や高度の拒絶症的

傾向T=どと云 っI:神経症的症候 を併せ有する

こと,そしてそれ等の神経症的症候の改善 と

併行 して視力障碍 も快復 したこと等はその証

左 とTi.>るであろう. しか し発病の契機 とTd:っ

た外傷が,トラックに触れたことにあるのか,

開腹術 とい う手術的侵襲 によるのか,或いは

まT:縦起的に生 じI:両者の重合に あ る の か

は,年少T3ために体験の追想が得 られす, し

たがって明らかにTdこし得T3いところである.

しか しI:とえいすれであるにせよ, それ らは

精神的に激 しいショックを与える事態である

ことは論 をまI:I;い.ヒステ リー反応 として

の黒内障の発現機序については異 論 もあ る
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メ,T:とえば限局性の擬死反射な る概 念 をSノ

JC脚 SCHMERは想定 している･本例はその よ

ぅT3概念の もとで もよく理解 し得 る症例のよ

ぅに思われる･しか も患者は 3才 とい う年少

者でゐ｡,精神的ショックの影響が長 く残存

し,且つ視力障碍及び尿意頻数 に限局 ･固定

LT:症候をもI=らすに至 っI:とみるべ きであ

ろう.もちろんそれ らの問題 に対 しては精神

分析聖 勺立場か らの解明 は して不可能では
ないが,それは割愛する･

一般にヒステリ一性黒内障の経過は 2週間1).-5
F 以内のことが多い･その点では本例の経過は

稗長い･このことについては種 々の理由 もあ

げ られるであろうが' それに しても早期発見

と適切射 台原が行われT3かっI:ことが大 きTL

要因であることは否めまい･

筒本例において,低電圧通電シ ョックが原

著TS精神 ･身体面の改善,をもたらしたことは

興味あることゝ云わTSければT3らT3い し, こ

の点では本例は単純T3反応 としての小児 ヒス

テ1)-の圏内に入 るもの と云い得 る で あ ろ

う.

結 語

3才8ケ月の男児の,外傷後 に発生 したヒス
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テ リー性黒内障の一例 について症例報告 をし

た.患者には頻尿 も伴 っていたが, 乙の改善

と視力の快復 とは時 々併行的であった･麻酔

分析で視覚の存在が或 る程度 まで確かめられ

たので, その後は精神的接触 に努めた･そし

て最後に低電圧シ ョック療法を行 って完治せ

しめ得た.

(本論文の要旨は算27回弘前医学会例会に於いて

述べた.)
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